会議要録
	会議の名称
	平成２７年度　第３回和光市文化財保護委員会

	日時
	平成２８年３月１７日（木）　１４：００～１５：００

	場所
	和光市役所　５階　５０４会議室

	出席者
※敬称略
	【文化財保護委員】１０名の委員のうち８名が出席
田中 明、副島元子、矢崎康彦、内田はま子、森 朋久、鈴木敏弘、大平秀和、

並木実、

※欠席：小田部玲子、竹内綾子

【事 務 局】

【教育委員会】大久保教育長、 上篠教育部長　

【生涯学習課】冨岡次長兼課長、亀井主幹兼課長補佐、

鈴木副主幹兼文化財保護担当統括主査、 岸主査、中岡主任

	傍聴者
	０名


１　開会

２　教育長あいさつ

本日は平成２７年度第３回文化財保護委員会にお集まりいただきありがとうございます。現在、下新倉小学校がほぼ完成し開校に向けて準備が進んでいるところでございます。

内覧会も計画しているところでございます。昨年は市制施行４５周年の記念ということで、日頃から交流のある防災協定を結んでいる市である佐久市、那須烏山市、十日町市をはじめ、各自治体から文化財をお借りして展示会を開催することが出来ました。約３，０００名にのぼる来場者がいらしたことを大変うれしく思います。
○事務局より説明・報告
1. 市民参加条例第12条第４項の規定に基づき会議公開及び要点記録による会議録の公開　について、市庁舎１階の行政資料コーナー及び和光市ホームページで公表させていただくことを説明。

2. 小田部委員、竹内委員からは、都合により欠席の連絡をいただいている旨を報告。

3. 本日の配付資料について説明、確認。

4. マイナンバーの提出依頼について説明。

６　協議・報告

○事務局

　これ以後の議事については、田中委員長にお願いしたい。

　

	（１）平成27年度事業計画及び経過報告


○委員長

　議題（１）平成２７年度文化財保護事業中間報告について、事務局より説明願いたい。

○事務局

　中間報告は資料に基づき説明。　

○委員長

　　ありがとうございました。ただいまの説明について、何か、ご質問等があれば、どう

ぞ。

　→【委員一同】特になし。

	（２）「午王山遺跡発掘調査出土の弥生時代の文化財指定について（仮選択）


○事務局

　午王山遺跡から１、０００点余りの土器について、形がわかる物、時期が判別できる物、自立して展示できるものであるかどうかなど鈴木敏弘委員と協議した結果、仮候補として現在５７点です。また県の文化財保護審議委員の柿沼幹夫氏にご意見を伺ったところ、先々の県指定まで考えると完形及び全体の器形・文様が窺える土器のほか破片でもかまわないと思いますとの見解をいただいている。なお、指定対象の土器は、現状では、法令上国・県の所有物を市が保管していることになっておりますので、譲与申請手続きを進めていく。これらも含めて文化財指定に向け準備を行っているところである。

○鈴木敏弘委員

　指定すべき価値のあるものについて、仮候補をご覧いただきたい。埼玉の弥生式土器については、埼玉県文化財審議委員の柿沼氏は、埼玉県および都内荒川流域の弥生時代研究の第一人者であり、古くから良く知っている方です。柿沼氏は学術的な重要性を認識している大変詳しい方なので、客観的な意見を得るために相談してみました。中部高地系の長野から群馬にかけての同系統の岩鼻式系の土器群、岩鼻式というのは東松山市岩鼻遺跡の土器群ですが、私も柿沼氏も携わった遺跡です。この岩鼻系の土器群と共伴する東京湾沿岸の土器の関係、東海地方の菊川式系の土器群が時期は少し異なるが、同じ台地上の同じ遺跡内で異系統の土器群がそれぞれ見られることは大変珍しく、重要であり、また西日本で多く出土する銅鐸を模した銅鐸形土製品などは同じ環濠から３点も出土すること事態大変価値がある。これらのことを改めて意見コメントしていただけたので、これを含めて考え進めて行く予定。
○事務局

　埼玉県に譲与申請について進めたいと考えております。鈴木委員には大変ご協力をいただいているところでございますが、平成２８年度の早い段階の保護委員会の時にこれの答申がまとまればと考えております。

○副島委員

譲与は今年度中に出来るのでしょうか。それとも来年度にまわるのでしょうか。

○事務局

　譲与の関係は、落し物の関係がございますので、最低３ヶ月を要するということなので、もう少し時間がかかるかと思います。譲与申請は初めてなので、もう少しご猶予をいただければと考えております。

○事務局

　県から市に委譲する期間がどのくらいかわからないので時間がかかるとのことですが、平成２８年度の次回の文化財保護委員会には出来れば答申をお願いしたいということですので、よろしくお願いいたします。
○副島委員

　柿沼氏のご意見の中で「県指定まで考えると」という話があったが、指定されることはあり得るのか。

○事務局

　埼玉県では弥生時代の土器の指定は少ないので、新たに県指定する際には、市の指定文化財になってから、県指定の文化財の指定をされる可能性はあります。

○鈴木委員

　環濠集落で規模の大きい遺跡は県の指定をすべきであった。ただ、３０年前その当時、和光市は、あまり史跡にすることに熱心ではなかったようです。埼玉県の柿沼氏は専門家ですので、弥生式土器については十分県指定するのに価値があると思います。

○田中委員長

鈴木委員からのご報告ありがとうございました。

その他ということで、何か文化財保護委員にお願いがあればお受けいたしますがいかがでしょうか。
	（３）その他


○田中委員長

　その他を含めご質問等がありましたらお願いしたいと思います。

○事務局

　４月に白子囃子体験学習講座を開催することになりましたので、白子囃子の講座の開催についてチラシ等で周知しておりますが、お声がけ等をしていただければと思います。

○鈴木委員

　白子囃子の講座の募集について、２０歳以上となっておりますが、地元の小中学校の子供たちでも参加できるものはないんですか。専門的で子供たちでは難しいのでしょうか。

○大久保教育長

　総合学習の時間を用いて、新倉小学校で教えたりしています。

○内田委員

和光市の小学校で、４５分の授業の一つとしてお囃子や踊りを教えたりしている。中央公民館で夜７時から９時まで講習会を行ったりしている。また親が付き添って通いお教わり練習したりしている。新倉小の生徒で上手になっている子もいます。　

○鈴木委員

後継者が育っていけば長く続いていくのですが…。

○鈴木委員

　お子さんが好きでやり始めたら、親御さんが一緒になってやってもらえたらというのが理想的です。熱心な親御さんが子供を連れて来るというのもいいですし、私たちは民俗学的な面から見てしまうのですけれど、地域によっては伝統ということで、残るといいですけれども。

○副島委員

　民家園が開園１０周年になるので、ささら獅子舞も初年度にお祝いに来ていただいてありがたく思いますが、人数を集めるのも大変だし費用もかかると聞いています。

○鈴木委員

　ささら獅子舞と白子囃子の連携はないのですか。

○田中委員長

　連携はないと思います。神社等の神事の祭り等があった場合は、両方の団体が出演するということはあると記憶しておりますけれども。

○副島委員

新倉小学校で白子囃子をやるということ自体画期的なことだと聞いている。ほかの村の祭りを受入れてようとしてくださっているということはよいことで、もう少し刺激があると良いですね。

○内田委員

ささら獅子舞のメンバーの中の何人かは白子囃子のお手伝いをしている。（連携がある）

古民家の場合は、太鼓など色々な道具を用意してあるので利用できる。小さい子から小学生まで太鼓が出来る子もいるので、３０分～４０分練習していただいてやっております。とてもよいことだと思います。諏訪神社や市民祭りなどで各校でもやったことがある子供が何人かいてやってくれる。

○鈴木委員

この場合だと音楽の先生とか好きな人がいて、好きなことが出来て、自分のが出来るということで、その子が自信を持って積極的になっていくということは教育的な面でもいいことです。

○副島委員

民家園にいますと親子の参加年齢が低くなり、親になりたての親子での参加が増えています。ただやはり１回や２回では無理です。何度もやっていくからよいので何回か続けないとだめなのかなと思います。

○田中委員長

よろしいですか。よろしければ協議報告事項ということでは終了させていただきまして、事務局のほうにお返ししたいと思いますが、よろしいでしょうか。事務局のほうでよろしくお願いいたします。

○事務局

　田中委員長ありがとうございました。

　ほかに何か言い忘れたこととかございますでしょうか。

○事務局

　ありがとうございます。白子囃子の体験講座については、小さいお子さんでも参加できますので、各委員の皆様からもお声掛けしていただければと思います。

文化財の諮問について、今後のスケジュールについて事務局からご説明させていただきたいと思います。

　次回の会議は、６月～７月頃を予定しております。

最後に、マイナンバーについてご説明させていただきます。委員報酬・謝礼をお支払する際に必要になります。マイナンバー入力シートに必要事項をご記入のうえ、添付書類として、個人番号カードの写し１枚または通知カードの写しと身元確認証として写真つきのものが必要ですので運転免許証またはパスポートの写しを添付して提出していただきますようお願いします。次回、文化財保護委員会開催時にご持参いただければと思います。
８　閉会
　副島副委員長から閉会のご挨拶をお願いいたします。

○副島副委員長

　民家園が１０周年を迎えますので、６月を古民家月間にしようということで、計画中なのですが、地域の風土だとか歴史など地域を盛り上げたいなと考えて、大平委員にも「古民家について」講演をお願いして、これらを含めて盛り上げられればよいなあと考えているところでございます。

○事務局

　以上をもちまして、第３回文化財保護委員会を閉会させていただきます。
